
東京支部全体向け研修会

「教祖様の御事蹟と日本精神」
• ～ソ連（ロシア）の本質とウクライナ侵攻～

令和5年9月23日、24日



「大東亜戦争（太平洋戦争）」の評価
明けゆく世界 改訂版 第二集 P4

「あの戦争は無謀な

侵略戦争であった」

「国を守るために避

けられない、自衛の

戦いであった」



不戦必勝の
建白書を送
付

第二次世界大戦が勃発した直
後、教祖様（大塚先生）は、
日本の重大な危機を洞察され、
「厳正中立」・「不戦必勝」
の大策を立てた『大日本精
神』と題する建白書を作成し、
世に御警告を発せられました。



教母様お言葉

（『明けゆく世界』改訂
版第二集 Ｐ４ はじめ

に）



建白書発行の時期：昭和１４年（１９３９)
『明けゆく世界 改訂版 第三集』年表 P107

日付 事象 補足

９月１日 ドイツ、ポーランドに侵攻

９月３日 英仏、ドイツに宣戦布告 第二次世界大戦勃発

９月11日 大塚先生、
橿原神宮にて大日本精神宣言
建白書『大日本精神』第一号発行

大戦勃発から、
８日後



橿原神宮は「日本の国の始まりの地」

「大日本精神宣言」は、奈良の橿原
神宮において発せられました。



大日本精神宣言は、世界平和への宣言

• 大日本精神宣言は、「万人の欲する摩擦なき世界を
出現せんがため」に第二次世界大戦勃発の８日後に発せられま
した。

• 神武天皇は橿原の地で、「八紘一宇」（天地四方八方の果てに
いたるまで、この地球上に生存する全ての民族が、あたかも一
軒の家に住むように仲良く暮らすこと、つまり世界平和の理想
を掲げられました）



第二次世界大戦の勃発
1939年9月1日にドイ

ツ国が、ポーランド
領内に侵攻した。
（続いて1939年9月
17日にソビエト連邦

がポーランド領内に
侵攻した。）

イギリスとフランス
が9月3日にドイツに

宣戦布告し、第二次
世界大戦が始まった。



ナチス・ドイツ軍快
進撃に幻惑された日
本の指導者・・・

• 昭和15（１９４０）
年５月、ナチス・ドイ
ツ軍は、フランス陣地
を突破し、イギリス軍
を大陸から撤退させ、
６月、フランスを屈服
させることに成功。



日独伊三国同盟を締結の動き

支那事変の泥沼化、長期化に悩んでいた
日本は、昭和15（１９４０）年５月、
ヨーロッパで、ナチス・ドイツ軍がフラ
ンスを占領したことを受け、軍の一部は
ドイツとの提携に活路を求め、日独伊三
国同盟を締結することを模索。



教祖様は三国軍事同盟に反対
（『明けゆく世界 改訂版 第四集』 より）

• 教祖様御道話

「昭和十四年ごろ「独伊と軍事同盟を結ぶことは、日本
にとり百害あって一利なし。独伊の滅びるのは時間の問
題であるから、絶対、三国軍事同盟を結んではならな
い」と、当時の上層指導者約三千人に建白書を送付して
警告しつづけたが、それを無視して遂に日独伊軍事同盟
を締結してしまった。その結果は当時の建白書で指摘し
たとおりに、日本はきわめて不利な立場に陥ってしまっ
た。」



「日独伊三国軍事同盟」締結
（『明けゆく世界 改訂版 第三集』 P79）

昭和15（１９４０）年９月「日独伊三国軍事同盟」締結
【内容】

アジア・ヨーロッパにおける三国の指導的地位を相互尊
重し、日中戦争とヨーロッパ戦争に参加していない国
（ソ連を除く）から加盟国が攻撃された時は、相互援助
することを約束する。

日中戦争とヨーロッパ戦争に参加していない
国とは？



三国同盟に関する建白書と為政者の見解の違い
（『明けゆく世界 改訂版第三集』より）

建白書（教祖様） 為政者（松岡洋右）の見解

米国との関係 米国との対立を懸念 米国との戦争回避が可能

中国との関係 日中戦争長期化
（米英中国支援継続）

日中戦争解決

ドイツとの関係 ドイツの裏切りを懸念 ドイツとの関係強化
（軍事同盟）

（日独提携） 日本が孤立化
（連合包囲に陥る）

ドイツによるヨーロッパ支
配と、
日本による東アジア支配を
期待

ソ連との関係 独・ソの対立
ソ連の裏切りを懸念

日独伊とソ連の連携（四国
協商）を期待



教祖様は
「日独提携
の危険性」
を警告

• 而（しか ）るにこの好機会に遭遇しな
がら独伊の驚異的進出に眩惑し、日独が
東西より呼応して世界新秩序または東亜
共栄圏の確立を叫び積極的進出を企（く
わだ）てる時は、＜中略＞、外交上、連
合包囲に陥る危険がある。

（『明けゆく世界』改訂版第三集P7９）



第二次世界
大戦の
相関図



教祖様が説か
れる
「厳正中立」

『明けゆく世界』改訂版
第三集 P93～94

ドイツ・イタリアとの三国同盟に組みし

ない。

英米の東洋における不安を取り除く。

日本と英米との貿易を正常に戻す。

日本と中国の和平。



建白書を受け入れない結果・・
『明けゆく世界改訂版 第四集』

「独伊と軍事同盟を結んだ以上、こんど
は米英と不可侵条約を結び“厳正中立”を
守れ。そして米英と絶対に戦争してはな
らない。（中略）」と警告しつづけたが、
とうとう開戦して日本は悲惨な目に遭っ
てしまった。



【建白書の御警告】現在 日ソ中立條約自体の効果
（『明けゆく世界 改訂版 第三集』 P67～68）

利害の相反せる日ソ間にいかなる条約を結ぶも、
一朝、破棄することの有利に情勢が転ずれば、何
時にても無効たらしめらるることは明らかである。
その条約を過信して、この重大危局に当面せるわ
が国策を立てることは、実に危険であるから、国
民は大いに警戒を要する。



ソ連の裏切
り

• 「日ソ中立条約は、昭和21（１９４
６）年４月まで有効期間を残していた
にも関わらず、ソ連は昭和20（１９４
５）年８月８日、日ソ中立条約を破棄
して、対日宣戦布告を行いました。そ
して、翌９日、一斉に１５０万の軍が
国境を越えて満州に進撃したのです。

• こうして日本は、ソ連に期待を裏切
られた上に敵対され、さらなる被害を
重ねてみじめな敗戦を喫することに
なったのです。





2022年ロシア
のウクライナ侵
攻について

• 2022年2月24日、ロシアはウ
クライナへ軍事侵攻を開始し
ました。

•ロシアがウクライナへ侵攻し
てから１年半が過ぎましたが、
停戦の兆候は見いだせず、世
界は依然として平和を享受で
きないでいます。

•ロシア軍がウクライナ侵攻し
ている現状をどのようにとら
えれば、いいのでしょうか？





「民主主義
と権威主義
の争い」

• ロシアのウクライナ問題を巡る
西側諸国との争いは、民主主義
と権威主義の争いともいわれて
います。

• 近代政治体制：民主主義、権威
主義、全体主義

⇒プーチン政権は権威主義国家



●教祖様御道話

常人の独裁
政治

達人ならざる者の独裁政治は真の独裁
政治にして破壊政治である。（『明け
ゆく世界』第二集 改訂版 P19）

常人の独裁政治は他を顧みずして独断
的行為に陥るものである。そこに収拾
し得ざる国難を招来し滅亡したること
は史上に前例多し。恐るベきは達人に
非ざる者の独裁政治である。

（『明けゆく世界』第二集 改訂版
P19～20 ）



NATO拡大に
対するロシア
の懸念

冷戦時代にはソ連陣営だった東
欧諸国が次から次へとNATO加
盟を果たし、ついに隣接するウ
クライナも緩衝地帯ではなくな
ることへのロシアの警戒感や恐
怖心を抱くように



冷戦終了後の社会
変動の結果

1991年 ソ連は、
ベロヴェーシ合意に
より、独立国家共同
体に移行









ミンスク合意  (2015年2月)



•核兵器放棄の見返りに、
米英ロが安全保障を約束
した１９９４年の「ブダ
ペスト覚書」と、２０１
４年に戦闘が始まったウ
クライナ東部の停戦のた
め独仏が仲介した「ミン
スク合意」は、今回の侵
攻を防げなかった。



国際条約

• 「世界には軍事同盟とか、国際条約が幾
度となく結ばれて来ているが、本来、国
際社会というものは“生きもの”であり、
情勢は時々刻々と変わってゆく。（中
略）国際関係の歴史的動きを見れば、ど
れほどりっぱな条約を結んでも、それに
全面的に頼って、安心していることは間
違いである。」（『鶏鳴新聞』第２２号
（Ｓ４５．４．３））



ロシアの本質

露国は野獣に等しく、殺戮に殺戮を重

ね、人道上許すベからざる猛悪振を発

揮して居ることは万人の等しく熟知せ

るところである。

（『明けゆく世界』第二集 改訂版 P61）

ソ連は、日本の敗戦がいよいよ濃厚とな

り、ついに降伏、というその直前に日ソ

不可侵条約を破棄して満蒙に侵入し、ま

るで盗賊のように物資・器材を残らず本

国に運び、無数の捕虜をシベリヤへ送っ

て酷使し、また北方領土の樺太・千島ま

で横取りしたのである。

（『明けゆく世界』第三集 改訂版 P18）





２２年度版の外交青書：「不法占拠」という表現を復活



北方領土

現在住んでいる人
の４割は？



ウクライナ
侵攻からの
教訓：「防
衛力強化」

日本ではウクライナ侵攻を受
け、日本の防衛力の強化の必
要性が改めて議論され、敵基
地反撃（攻撃）能力を保有す
ることが必要だという閣議決
定がなされた。



防衛白書 令和５年版

【防衛上の課題】

ウクライナがロシアによる侵攻を
抑止するための十分な能力を保有
していなかったことにある。そし
て、力による一方的な現状変更
（侵略）は困難だと認識させる抑
止力が必要であり、相手の能力に
着目した防衛力の構築が必要とさ
れている。





他国の侵略を招か
ないためには自ら
が果たし得る役割
拡大が重要である
ことを教えていま
す。



国防についての御道話

さいわい安保条約を継続されることにな
るようだが、日本はいつまでもそれに甘
えているのではなく、アメリカにより守
られている間に、即刻、１億国民決起し
て国防を充実していくことが、１番の先
決問題である。

（『鶏鳴新聞第１９号』S45.1.3）



現在の国難・危機的状況

ロシア軍による

ウクライナ侵攻

中国が周辺地域

を脅かしている

新型コロナウィ

ルスの脅威



「皇道の
世界化」
について

真の日本精神・真理・神の道

を世界中に広めていくこと

↓

戦前から一貫した究極の目標



教祖様御道話
明けゆく世界改訂版第三集 P96（『鶏鳴新聞第１９号』S45.1.3）

その一方、欧米人では成し得られ

ない精神科学文化を興隆させ、そ

の共存共栄の指導原理・真の日本

精神を全世界に普遍させてゆく必

要がある。その時に初めて、人類

が長い間願い求めつつも得られな

かった地上天国・現世極楽の理想

世界が生まれるようになる。

すなわち、精神科学の特長を持

つ東洋アジアの神国・日本に

脈々と伝わって来ている『神の

道・真の日本精神』を興隆、普

遍させることによって、驚異的

に進歩発達した今日の物質文化

と均衡をとり、調和一体化して

初めて、昼の時代の理想社会が

実現するのである。



教祖様御道話

明けゆく世界改訂版第三
集 P96（『鶏鳴新聞第
１９号』S45.1.3）

教祖様は国防の充実を
説かれる御道話の中で、
「その一方、共存共栄
の指導原理・真の日本
精神を全世界に普遍さ
せてゆく必要がある」
と説かれている
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